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田面木遺跡　平成28年度発掘調査　現地説明会資料
平成 28 年 8月 27 日 ( 土 )10:30～11:30

八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館

これまで調査を行った場所（田面木遺跡内）

＜調査概要＞
調査目的：長芋・ごぼう作付けによる
調査期間：平成 28年７月 6日～9月 9日（予定）

＜竪穴住居跡のカマド＞
　田面木遺跡の集落があった飛鳥・奈良・平安時代の人びとは、竪穴住居に暮らしていました。
竪穴住居には食事をつくる煮炊き用のカマドが粘土でつくられています。
　発掘調査では当時使用していたままの完全な形のカマドがみつかることは中々ありません。
それは長い時間が経ったことで自然と壊れたものもありますが、田面木遺跡の竪穴住居跡では
意図的に石や粘土、土器などをつかって塞ごうとしたと思われるものもあり、カマドの周辺で
は他の場所より土器などの遺物が多くみつかる傾向にあります。
　カマドは人びとにとって大切なものだったからこそ、その場所を離れることになった人びと
が最後にカマドを封印するとともにお祭りのようなものををしていたのかもしれません。

八 戸 市 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー

是川縄文館 TEL:0178-38-9511
http://www.korekawa-jomon.jp/

調査面積：約 800㎡
調査主体：八戸市教育委員会　是川縄文館

＜田面木遺跡について＞
　馬淵川右岸の標高 25～50mの丘陵地に立地します。
　東西約 400m、南北約 800mの広さがあり、市内の中でも規模の大きい遺跡です。
　現在までに 49地点の発掘調査が行われており、主に飛鳥・奈良・平安時代の竪穴住居跡・竪穴遺構が
150棟以上みつかっており、古代の大集落であったことが明らかになっています。
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大森勝山遺跡（弘前市）
大平山元遺跡(外ヶ浜町)
長者久保遺跡(東北町)

●爪形文・多縄文土器を使い始める

●二万年前、旧石器人が生活の痕跡を残す

下田代納屋B遺跡（東通村） 

●遺跡数が増加

●円筒土器文化の繁栄

石神遺跡（つがる市）

●集落数の減少
三内丸山遺跡(青森市)二ツ森貝塚(七戸町）

●大規模集落の出現
●円筒土器文化から大木系土器文化へ変化

●祭祀に関わる色 な々
道具や施設が発達する

十腰内遺跡（弘前市）
●集落の分散が進む

●亀ヶ岡文化を特徴
づける遺跡群が形成される
亀ヶ岡遺跡（つがる市）

砂沢遺跡（弘前市）

二枚橋遺跡(むつ市)
宇鉄遺跡（外ヶ浜町）
垂柳遺跡（田舎館村）

●遠賀川系土器がつくられる

西日本から
もたらされた石斧
荒谷遺跡

約2,200年前

●続縄文土器文化の
土坑墓群が
形成される

●続縄文土器文化が及ぶ

●カマドをもつ竪穴住居
の出現

森ヶ沢遺跡（七戸町）

●集落規模の縮小

●集落数が減少する

末期古墳がつくられ始める

●蝦夷と呼ばれた人々の集落の増加

阿光坊古墳（おいらせ町）

環濠集落が出現する

五所川原
須恵器生産開始

鉄生産の開始、製塩の拡大

文室綿麻呂が馬淵川流域に侵攻する

北東北に特有
の錫杖
林ノ前遺跡
10世紀

811

五所川原須恵器窯跡
高屋敷館跡(青森市)

南部光行が糠部郡を賜り、
入部したという

十三湊遺跡（五所川原市）
浪岡城（青森市）　七戸城跡(七戸町)

1334 南部師行が糠部郡に入部
伝尻八館（青森市）
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●縄文海進がピークを
迎える

●定住集落が現れる

●縄文土器を使い始める

●氷河期により冷涼な気候が広がる

●多様な土器文化が各地に出現

●西日本の一部に水稲が伝わる

●東日本に亀ヶ岡文化が成立

●クニが各地におこる

189卑弥呼が邪馬台国の女王となる

57倭の奴国の王が、漢から金印授かる

●大和国家の統一が進む

●前方後円墳が造られ始める

478倭王武が宋に使いを送る

●律令政治が始まる

●

●古墳文化の最盛期

仏教が伝来

645大化の改新

574聖徳太子が誕生

●藤原氏の勢力拡大

802坂上田村麻呂が胆沢城を築く
794都を平安京に移す
724 多賀城創建
701律令国家が成立

●武士団の成長
935承平・天慶の乱おこる

●平氏の台頭、源平争乱
1192源頼朝が征夷大将軍となる

1083後三年合戦おこる
1051前九年合戦おこる

●北条氏による
執権政治が始まる

1467応仁の乱おこる

1338足利尊氏が征夷大将軍
となり室町幕府開く

1333鎌倉幕府の滅亡
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鳥ノ木沢

●貝塚が形成され始める
早稲田貝塚（三沢市）
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鉢形の
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カマド周辺の土器出土状況

竪穴住居跡内のカマド検出状況

煙道

カマド内の煙を外へ

出すためのトンネル

袖

粘土でつくられた

壊れたカマドの

壁が残ったもの

火床面（焚き口）

薪などを使い、

火を焚いた場所
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＜今年度のみつかった遺構と遺物＞
　今回の調査区では、竪穴住居跡・竪穴遺構 12 棟（飛鳥・奈良時代 1 棟、平安時代 11 棟）、
土坑 5 基、溝状土坑２基などがみつかりました。土坑の中には、3 カ年の調査の中では、はじ
めてお墓であった可能性がある長方形のものがみつかりました。
　出土遺物は、土師器、須恵器、砥石、土製紡錘車、鉄製品（刀子・鉄鏃）、鉄滓などがみつか
りました。

＜調査概要＞
　田面木遺跡の発掘調査は、平成 26 年度から続くもので、今年度は３年目となります。　こ
れまで約 3,900 ㎡を発掘調査し、竪穴住居跡・竪穴遺構が合計で 59棟みつかっています。
竪穴住居跡・竪穴遺構の数は、飛鳥時代から奈良時代にかけて多くなり、平安時代に大きく増
加していますので、時代が経つにつれて大きな集落となっていった様子がわかってきました。
　また、出土した遺物には、現在の秋田周辺に特徴的な出羽型甕という土師器や国府である多
賀城周辺の遺跡から出土したものと同じ「方人」と記された達筆な墨書土器が出土するなど、
一般的に中央の権力に従わないエミシと呼ばれていた地域でありながら、他の地域とモノや文
化の交流は活発に行っていた集落であったと考えられます。
　

竪穴住居跡（平安時代） 土師器出土状況（飛鳥・奈良時代）

墨書土器「方人」
（平安時代）


